
授業科目名

1年　前期

開講形態 時間数 単位数 2

授業の進め方

オンライン授業に登録し，指示に従って学習を進めてください

ドイツ語Ⅰ 担当教員
外国語教育センター

シュルツ・ローランド，行重耕平

開講年次及び学期 必修・選択の別 選択必修

演習 30

読む・書く・聴く・話すという４技能のバランスに配慮して，ドイツ語の基礎的運用能力を身
につけることが目的です。また，英語以外の外国語を学ぶことで，文化の多元的理解を目指し
ます。

授業の目的（概要）

ドイツ語では，以下の４項目をドイツ語I・II４単位修得時の到達目標としています。
１．ドイツ語技能検定試験（独検）４級程度のドイツ語を理解し，
　　 適切に運用することができる。(知識・態度・技能）
２．現代ドイツ語圏文化を理解することができる。(知識）
３．英語以外の外国語を学ぶことで，日本語，日本文化をより客観的に見る視点を獲得し，
      多くの文化が共生する地球に生きている自覚と責任を持つことができる。(態度）
４．大学生として新たな外国語を学ぶことで，これまでの学習方法や学習観を自ら
      振り返って客観化でき，それらを主体的・能動的に転換することができる。(態度・技能）

学修成果（到達目標）

授業内容

アクセス方法は，「履修上の注意」の欄を見てください。

１．授業のオリエンテーション，アルファベット，つづりの読み方と発音
２．Lektion 1. やあ，僕はナオキ【動詞の人称変化】
３．Lektion 2. あっちの方にあるのが郵便局【名詞の性】
４．Lektion 3. 今小説を読んでいるところ【名詞の格変化】
５．Lektion 4. お皿とカップとグラスはここよ！【名詞の複数形】
６．Lektion 5. 夏休みには何をするの？【前置詞】
７．Lektion 6. これが私の両親【冠詞類】
８．Lektion 7. テレビを見てるの？【分離動詞】
９．Lektion 8. 4時にパウルとユーリアと会うことにしてる【再帰動詞】
10．Lektion 9. 鍵を見つけられないんだ【話法の助動詞】
11．Lektion 10. ここには黒い帽子と小さな人形と古いラジオがあるよ【形容詞の格変化】
12．Lektion 11. ハンブルクとミュンヘンではどっちの町の方が大きいの？【比較の表現】
13．Lektion 12. ティーロには今朝もう会った？【現在完了形】
14．まとめ



外国語教育センターホームページ：http://cfle.shimane-u.ac.jp/
ドイツ語ホームページ：http://cfle.shimane-u.ac.jp/german/

授業日程等、詳細は医学部HP掲載のシラバスを参照してください。
URL:https://www.med.shimane-u.ac.jp/faculty/syllabus/

ドイツ語Iはクラス指定されています。指定されたクラスのオンライン授業を受講してくださ
い。
下記を参照して，授業開始前までにMoodle上で自分のクラスにアクセスし，登録を済ませてお
いてください。
２人の教員が担当しますので，両方のコースに登録してください。
なお，指定外のクラスに登録すると単位が認められないことがありますので注意してくださ
い。

A0B1091
　(金1･2 行重) https://moodle.cerd.shimane-u.ac.jp/moodle_2021/にアクセスし，該当のクラス
を検索して登録してください。 (登録キー：yuku)
　(金5･6 シュルツ) https://moodle.cerd.shimane-u.ac.jp/moodle_2021/course/view.php?id=473
（登録キー：schulz）

A0B1101
　(金1･2 シュルツ) https://moodle.cerd.shimane-u.ac.jp/moodle_2021/course/view.php?id=474
（登録キー：schulz）
　(金5･6 行重) https://moodle.cerd.shimane-u.ac.jp/moodle_2021/にアクセスし，該当のクラス
を検索して登録してください。 (登録キー：yuku)

参考文献・授業資料等

辞書は必携です。（授業のオリエンテーションで説明，紹介します。）
その他授業中に適宜紹介します。 必要に応じてプリントを配布します。

履修上の注意

その他

ISBN：978-4-384-12274-9
著者：大薗・シュルツ・西脇・行重
出版社：三修社
書名： 『ドイツ語ベーシック・コース（改訂版）』

オフィスアワー

外国語教育センターワークステーションで行います。
教員タイムテーブル（http://cfle.shimane-u.ac.jp/center/timetable.html）を参照してください。

キーワード

成績評価の方法（合否基準）

小テスト，オンライン試験により評価します。

教科書・参考書・視聴覚・その他の教材

ドイツ語,現代ドイツ語圏文化,言語運用能力,多文化理解


